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第 35回安心安全業務監査報告書 

 

ならコープ安心安全業務監査委員会規程 第3条及び第4条に基づき、ならコープのフードセーフティ･システ

ムの当該期の対応について報告等を受け、フードセーフティシステムが順当に運用されているか、安心安全業務

が一般社会やならコープの事業の中で発生した問題に対応できているかについて、独立した立場から監査を実施

しましたので以下の通り報告いたします。 

 

1.監査概要 

（1）第35回安心安全業務監査委員会 2020年10月15日(木) 10：00～12：00 

（2）2020年度上半期の安心安全業務の取り組み経過と成果のまとめの書類･面談監査 

被監査者 中野理事長、山中専務理事、上田品質保証室部長、中村店舗商品部部長、盛口無店舗商品部部長、 

       前尾広報部部長 

2.監査の結果 

全体として、引き続き前向きに取り組まれていることを再確認しました。 

それぞれの課題については、重点化すべきところを押さえて、できるところからすすめてください。また、各

委員から出された意見について、真摯に受け止めていただきますようお願いします。 

 

3.各委員の意見 

（1）テナントベーカリー担当者の服装が汚れていることが見られることから指導をおこなってください。また、 

新鮮なクリームを使っている場合もあるので、POP等で｢当日中にお召し上がり下さい｣等の表示を検討して

ください。 

（2）コロナ禍ではありますが、日常における組合員との信頼関係の構築のためにも、活動方法を工夫して、コー

プウォッチャー、ならモニ、mamaとも club等の活動をより広げていただき、苦情になる前の段階で苦情を

抑えるように取組んでください。 

（3）ホームページでの食品添加物の自主基準情報が消費者にとってより見やすく、わかりやすい表示となるよう 

  にすすめてください。 

（4）猛暑の影響で、牛乳が今まで扱っていない商品での代替になりましたが、代替商品の情報として、安全性に

ついても知らせるようにしてください。 

（5）2015年4月1日に「食品表示法」が施行され、この新法に基づく表示への完全移行の猶予期間は、2020年

3月31日（生鮮食品は2016年9月30日、加工食品（輸入品を除く）の原料原産地表示は2022年3月31日）

までとなります。加工食品は強調表示と原料原産地の表示に注意をはらってください。 

（6）栄養表示の方法について、今後に向けて2次元バーコードの研究をしてください。 

（7）今回の資料で「遺伝子組み換え」と表示されていますが、「遺伝子組換え」が正しい学術用語になります。

注意をしてください。 

（8）今回の資料でHACCPの義務化と表示されていますが、HACCPの制度化が正しい使い方となります。注意をし

てください。 

以上 


